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１ 評価方法 

（１） 評価の構成 

「項目別評価」及び「全体評価」による。 

 

（２） 項目別評価 

【項目一覧】 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標    ［NO. １ ～ NO.７２］ 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標     ［NO.７３ ～ NO.８４］ 

第３ 財務内容の改善に関する目標          ［NO.８５ ～ NO.９６］ 

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標   ［NO.９７ ～ NO.１０３］ 

第５ その他の業務運営に関する重要目標       ［NO.１０４ ～ NO.１１１］ 

 

※ 年度評価において，「第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標」は，とりわけ

短期間に成果が出にくいという特性に配慮して，評価委員会では評価は行わずに取組状

況の確認を行うこととする。 

    なお，「第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標」の評価は，教育・研究の専

門的な知見や経験を有する認証評価機関による評価結果（７年ごとに実施，平成26年度

受審）を踏まえて，中期計画終了後に実施する「中期目標に係る業務の実績に関する評

価」において行う。 

   ※ ２９年度の年度計画においては，上記の１１１項目から，年度計画を設定していない

２５項目を除いた，８６項目が自己点検・評価の対象となる。 

 

ア 法人による自己評価 

法人が，年度計画の記載事項ごとに事業の実施状況を自己点検・評価したうえで，報告

書に計画の実施状況等を記載する。 

教育・研究に関する事項については，実施状況のみを記載し，それ以外の事項について

は，以下の４段階により進捗状況の記号を記載する。 

 

【評価基準】 

評価区分 評価内容 

Ⅳ 年度計画を上回って実施している 

Ⅲ 年度計画を十分に実施している 

Ⅱ 年度計画を十分には実施していない 

Ⅰ 年度計画を実施していない 
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イ 評価委員会による検証 

年度計画の記載事項ごとに，法人の自己評価や年度毎の計画設定の妥当性も含めて総合

的に検証し，達成状況について上記の４段階で評価を行うとともに，法人による自己評価

と評価委員の判断が異なる場合には，その理由等を示す。ただし，教育・研究に関する事

項については，法人が記載した計画の実施状況等から進捗状況を確認する。 

 

ウ 評価委員会による評定 

上記イの検証を踏まえ，項目ごとに中期計画の達成に向けた業務の進捗状況を示すとと

もに，特筆すべき点や遅れている点にコメントを付す。 

 「教育研究に関する事項」を除いた「業務運営の改善及び効率化」，「財務内容の改善」，

「自己点検・評価及び情報の提供」及び「その他の業務運営」の各項目について，以下の

５段階により進捗状況を評定する。 

 

【評価基準】 

ランク 評定 判断基準（目安） 

Ｓ 
中期計画の達成に向けて特筆すべき

進捗状況にある 

評価委員会が特に認める場合 

Ａ 
中期計画の達成に向けて順調に進ん

でいる 

全てⅣ又はⅢ 

Ｂ 
中期計画の達成に向けておおむね順

調に進んでいる 

Ⅳ又はⅢの割合が９割以上 

Ｃ 
中期計画の達成のためにはやや遅れ

ている 

Ⅳ又はⅢの割合が９割未満 

Ｄ 
中期計画の達成のためには重大な改

善事項がある 

評価委員会が特に認める場合 

   ※上記の判断基準は目安であり，法人の諸事情を勘案し，総合的に判断する。 

   ※法人がウェイト付けした事項を勘案し，総合的に判断する。詳細は別紙（P.58） 

 

（３） 全体評価 

 項目別評価結果及び報告書の「全体的な状況」欄の総括的な記述等を踏まえ，各法人の特性

に配慮しつつ，中期計画の進捗状況を記述式により評価する。 
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２ 評価結果 

 

Ⅰ 全体評価 

  平成３０年７月３０日に開催した評価委員会において，法人から第一期中期目標期間の

最終年度である平成２９年度の業務実績について報告があり，中期目標・中期計画達成の

総仕上げとして着実に取組が進められていることを確認した。 

全体としては，年度計画に定めた事項は計画に沿って良好な取組状況にあり，特に外部

資金の獲得や自己収入の増に積極的に取り組んでおり，法人化６年目を迎え，安定した運

営が行われている。 

項目別評価については，大項目の全４項目がＡ評価（中期目標・中期計画の達成に向け

て順調に進んでいる）という結果となり，第一期中期計画の達成に向けて順調に進んでい

ると認められる。  

今年度からスタートした第二期中期目標期間（平成３０年度～３５年度）においては，

最終年度の京都駅東部エリアへのキャンパス全面移転を見据えて，大学の組織や機能の在

り方を大きく見直すとともに，第一期中期目標期間における取組成果を更に充実させるこ

とで，新たな中期目標・中期計画の達成に向けて，更なる自己改革，自己改善に努められ

ることを期待する。 

  

本評価委員会において，特に積極的な取組として評価する例を以下に挙げる。 

 

● 科学研究費補助金の獲得のため，これまでの学内の取組を発展させ，申請・採択件数

を高い水準で維持していることは，高く評価できる。（No.45） 

 

● 作品展，演奏会，公開講座等の開催数については，数値目標を大きく上回るとともに，

大学コンソーシアム京都や他大学との連携により様々な事業を実施しており，京都芸大

の教育研究活動の市民への積極的な還元及び発信を推進しており，高く評価できる。

（No.61） 

 

● 寄付金の募集については，継続して，同窓会や企業等に積極的に働きかけ募集活動を

行っており，さらに，キャンパス移転整備に向けて，京都商工会議所等の経済団体に協

力を要請するなどの新たな枠組みの検討を始めており，高く評価できる。（No.88） 
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Ⅱ 項目別評価 

 

項目別評価一覧 

判断基準 

項目 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 
（事業の進捗状況） 

順調に実施していることを確認 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標  ○    

第３ 財務内容の改善に関する目標  ○    

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標  ○    

第５ その他の業務運営に関する重要目標  ○    

 

※評価の判断基準   Ｓ 中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある (特に認める場合) 

           Ａ 中期計画の達成に向けて順調に進んでいる     (全てⅣ又はⅢ) 

           Ｂ 中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる (Ⅳ又はⅢの割合が９割以上) 

           Ｃ 中期計画の達成のためにはやや遅れている     (Ⅳ又はⅢの割合が９割未満) 

           Ｄ 中期計画の達成のためには重大な改善事項がある  (特に認める場合) 

 

 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 （年度評価対象外） 

教育・研究に関する事項は，短期間に成果が出にくいという特性に配慮し，本評価委員会にお

いては，年度評価は行わず，取組状況を確認することとしており，中期目標期間終了後に実施す

る「中期目標期間に係る業務の実績に関する評価」において，評価を行うこととしている。 

そのため，平成２９年度についても，項目１「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」に

掲げられた取組については，年度評価の対象外とし，取組状況の確認を行った。 

なお，参考意見として今年度の取組状況について，以下に本評価委員会としてのコメント等を

記載する。 

 

（１） 全体に関するコメント 

参考として示された大学の自己評価では，年度計画記載の５８の小項目のうち，Ⅳ評価

（年度計画を上回って実施している）が４項目，Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）

が５４項目と，全てⅣ又はⅢの評価である。 

これらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

ものと認められる。 
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（２） 個別の取組に関するコメント 

［No.４７］ サバティカル制度等の検討・実施 

平成２８年度から運用を開始したサバティカル制度について検証を行い，研修中も教

員研究費を執行できるように見直しており，評価できる。 

より効果的な制度とするために，サバティカル制度を利用した教員の期間中の研究生

活の振返りや制度上の改善すべき点などを調査し，今後の制度への反映に努めていただ

きたい。 

 

［No.62］ 「京都市立芸術大学ギャラリー＠KCUA（アクア）」の活性化 

 継続した取組である移転整備プレ事業や国際イベントの参加により，積極的な事業展

開を図り，入場者数が数値目標を大幅に上回っており，高く評価できる。 
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第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

（２） 評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ６  ６ 

      

評価対象項目数   ６  ６ 

組 織 運 営 の改 善     ０(＊) 

教育研究組織の見直し   １  １ 

教職員の人事の適正化   ４  ４ 

事 務 処理 の効 率 化   １  １ 

   （＊）平成２９年度は，「組織運営の改善」の項目に年度計画を設定しておらず，評価対象項目がない。 

 

年度計画記載の６の項目全てⅢ評価（年度計画を十分に実施している）となっており，こ

れらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.76］ 教育研究組織の改善・見直し 

音楽学部で採用した特任教員が美術・音楽両学部共通の教職課程の授業を担当し，美

術学部，音楽学部の教職課程の連携を深めるほか，将来の全学的な視点から教育研究組

織の運営を検討しており，評価できる。 
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第３ 財務内容の改善に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

（２） 評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ３ ５ ８ 

      

評価対象項目数   ３ ５ ８ 

外部資金その他の自己収入の増加    ５ ５ 

経 費 の 効 率 化   １  １ 

資産の運用管理の改善   ２  ２ 

年度計画記載の８の項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が５項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が３項目となっており，これらの状況を総合的に

勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.87］ 共同研究・科学研究費補助金等申請の促進 

科学研究費補助金の申請件数が数値目標を大きく上回るだけでなく，他大学の研究

者との共同研究の分担金の受入実績が過去最高であるなど，高く評価できる。 

 

［No.96］ 図書館等の運営の改善 

 限られた予算内で図書館の機能の充実を図るために，京都市図書館との図書の相互

貸借を開始するなど，利用者ニーズに応えるため新たな取組を実施したことは評価で

きる。 
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第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

（２） 評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ７  ７ 

      

評価対象項目数   ６  ６ 

評 価 の 充 実   ２  ２ 

情報公開等の推進   ４（１）  ４（１） 

※（  ）は法人がウェイト加算した項目数で，内容は次のとおり。 

 ・情報公開等の推進：広報機能の強化[NO.１００] 

 

年度計画記載の６の項目全てⅢ評価（年度計画を十分に実施している）となっており，こ

れらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.102］ ホームページの充実 

ホームページのアクセス数及びfacebookのインプレッション数について，数値目標

を大きく上回っており，高く評価できる。 
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第５ その他業務運営に関する重要目標 

（１） 進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（全てⅣ又はⅢ） 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ７ ２ ９ 

      

評価対象項目数   ７ １ ８ 

施 設 設備 の整 備 等    １(１) １(１) 

大学支援組織等との連携強化   １  １ 

安 全 管 理   ３  ３ 

法令遵守及び人権の尊重   ３  ３ 

 ※（  ）は法人がウェイト加算した項目数で，内容は次のとおり。 

・施設設備の整備等：施設整備のあり方について [NO.1０4] 

 

年度計画記載の８の項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が７項目となっており，これらの状況を総合的に

勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３） 業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

［No.104］ 施設設備の整備等に関する目標 

移転整備プレ事業については，学生の設計により元崇仁小学校内の職員室をギャラ

リーに改装し展覧会を開催するなど，崇仁地域へのキャンパス移転の機運醸成に取り

組んでおり，芸大の教育研究の発信にも寄与している点が，評価できる。 

 


